
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１２日（木）に沖縄県環境部環境保全課による赤土等流出防止活動促進事業に係る出前講座

を、本校５年生が理科の学習で実施しました。 

豊かな自然環境を有する沖縄県では、大雨時の陸域からの赤土等流出により、地域沿岸のサン

ゴや漁業、観光業、農業などへの影響が懸念されることが大きな課題になっているということ

で、子供達への環境意識の向上を図る目的で、平成２５年度から各地域の学校に出向き授業を展

開しているとのことでした。ここ大宜味小では、開校当時から実施している出前授業で、継続し

た環境学習が行われています。 

授業は、１ 沖縄の土壌の特徴を学び赤土等流出とその対策について大宜味村地域の環境と

くらし、産業との関わりを知る ２ 大宜味村農業環境コーディネーター平良孝治さんの活動

の話 ３ ワークショップ（自分たちにできること、大宜味村の未来を考える）の３本柱で展開

されました。子供達は、赤土等流出の現状を知り、模型での実験を通しながら、その仕組みを楽

しみながら学びました。今自分たちにできること、それを取り組むことで将来の大宜味村の海を

守りたい、ギネスに載るほどのきれいな海にしていきたい等々、豊かな発想で活発な意見が交わ

されました。 

大きな行事（運動会）が終わったばかりですが、元気に学習にも取り組んでいる大宜味っ子

達！チャレンジしています！！ 
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出前講座で環境学習！ 


